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鳥の博物館

本誌で掲載の情報は11月30日現在のものです。
掲載されたイベントは、新型コロナウイルス
感染症の影響により変更・中止となる場合が
あります。各問合せ先にご確認ください。

（12/10 ～1/9）

「我孫子のいろいろ八景」 パネル展示　開催中～12/13 （水）

クリーン手賀沼推進協議会
第 38回手賀沼写真コンクール入選作品展示　
12/15 （金） 12:00 ～12/27 （水） 13:00まで

新春ふるまい　1/6 （土） 10:00～

成人式フリーフォトスポット　1/7 （日） 9:00～

杉村楚人冠記念館

開館9:00～16:30（入館は16:00まで）休館日：月曜（祝日の場合は翌平日）
所在地：千葉県我孫子市緑2-5-5　TEL：04-7187-1131
入館料：一般300円、高校・大学生200円、中学生以下無料、団体20名以上2割引

白樺文学館

開館9:30～16:30（入館は16:00まで）休館日：月曜（祝日の場合は翌平日）
所在地：千葉県我孫子市緑2-11-8　TEL：04-7185-2192
入館料：一般300円、高校・大学生200円、中学生以下無料、団体20名以上2割引

所在地：千葉県我孫子市高野山234-3　TEL：04-7185-2212

企画展「式場隆三郎展 ―見えない世界の美しさに心をよせて―」
1920 年雑誌『白樺』に影響を受け、
柳宗悦を訪ねて我孫子にやってきた
式場隆三郎（1898-1965）。
式場は精神科医、民藝運動の推進
者として活躍し、山下清を広く紹介
した人物でもあります。本展では、
医療、文学、美術などジャンルを超
え多彩な活動を展開した式場の業績
を紹介します。

開催中～2024 年 3月3日（日）開催中～2024 年1月14日（日）9:30～16:30

しきばりゅうざぶろう

式場隆三郎（1937年39歳）

冬季企画展　「あびこのほとけ」 
楚人冠はジャーナリストとな
る以前から仏教に興味関心を
持ち、資料収集等を行なって
いました。 
今回の展示では、そんな楚人
冠と仏教、そして楚人冠が愛
した我孫子と仏教の関わりに
ついてご紹介します。
我孫子市指定文化財について
は、12月12日（火）よりパネ
ル展示に変更になります。 現存しない楚人冠邸観音像（杉村楚人冠記念館提供）

山階鳥類研究所所員や
鳥の博物館学芸員による
オンライン講演会です。

「アマミヤマシギはどれくらい生きるか、どれくらい移動するか」
アマミヤマシギは奄美群島のみで繁殖する日本の
固有種ですが、森林伐採や外来生物の影響により
絶滅が危惧されています。この鳥の保全のために
は、どれくらい生きるのか、どれくらい移動する
のかといった基本的な生態に関する情報が不可欠
です。標識調査から明らかになったそれらの生態
について紹介します。

夜の道路上に現れたアマミヤマシギ

日時：12月16日（土） 13:30 ～14:15
講師：水田　拓さん
　　（山階鳥類研究所自然誌・保全研究ディレクター）
参加費無料・申込み不要
※詳細は下記QRコードよりご確認ください
※開催時間や申込方法を変更することがありますので、
　事前に鳥の博物館のウェブページでご確認ください。

鳥の博物館は、 受変電・給排水設備及び昇降機更新工事を

行うため、令和6年3月31日 （日） （予定） まで休館します。

なお、「てがたん」、「あびこ自然観察隊」、「鳥のサイエンストー

ク」 は、 休館中も実施します。

長期休館のお知らせ

鳥のサイエンストーク

アビシルベ
you tube チャンネルにて
解説動画配信中！ 12月12日 （火） に、 館内6帖和室の床下修繕を行ないます。

工事中は和室に入室することができませんが、 ご了承ください。

※記念館は開館しているので、 他の部屋は見学していただけます。
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